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佛教大学の 2020 年度の学年暦では、春学期は 4月 7日より授業を開始する
ことになっていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4月2日になっ
て学年暦が急遽変更されることとなり、授業開始日を 4月 20 日とし、5月 9
日までを B-net Learning を利用したWeb 学習期間、5月 11 日から 7月 25 日
を対面授業期間とすることになった（その後、4月 7 日の緊急事態宣言の発
出を受け、5月 11 日以降もWeb 学習期間を延長し、春学期中は原則 B-net 
Learning によるオンライン授業を継続実施することとなる）。筆者の担当す
る「英語文学論 1H」は水曜日 1限の開講であり、当初の予定では 4月 8日の
対面授業でのアンケート調査を予定していたが、4 月 22 日からの B-net 
Learning を利用したWeb 上でのアンケート調査に変更することにした。
しかしながら、アンケート調査の予定を再度変更しなければならない事態
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が発生した。B-net Learning を利用したオンライン授業開始の初日 4月 20 日
に、システム設計段階での想定を超える約 2000 名以上のアクセスがあったた
めに、システムがダウンする。また翌 4月 21 日に同時にログインした利用者
数が約 2500 名を超えたことにより、システムの動作速度が低下し、事務局と
しては、このままの状態ではスムーズな利用ができないと判断し、B-net 
Learning の利用を断念することにした。そして、4月 22 日から 5月 10 日の
期間を完全休講とし、Google Classroomを新しいシステムとして利用したオ
ンライン授業の再開を 5月 11 日とすることとなった。この結果、「英語文学
論 1H」の初回の授業は 5月 13 日となり、例年と比べて一か月以上遅い時期
でのアンケート調査実施となった。調査対象となる新入生各人の PC環境や
コンピュータ・リテラシーのことも考慮して、アンケート調査は、5月 7 日






月 22 日から翌週の 29 日を回答期間と設定し、Web 上で 2回目のアンケート
調査を行った。
本稿では、2020 年 5 月および 7月調査に関して、カテゴリカルデータ（順
位および頻度）の結果について報告し、例外的に大学での授業が本格的には
じまった 5月時点と、春学期の終了する 7月時点での 2020 年度入学生の英米
文学と英語学習に対する意識を、2019 年度の調査結果とも比較しながら検討
する。
2020 年度のアンケート形式は、基本的に 2019 年度に使用したものと同じ








































































　　1．小 説　　　2．詩　　　3．新 聞　　　4．雑 誌　　　5．ノンフィクション
















実　施　日 入学者数 授業登録者数 回答者数
2020 年 5 月 7 日～ 15 日 74 人 73 人 70 人
2020 年 7 月 22 日～ 29 日 74 人 73 人 71 人












42 24 4 0 0
60.0% 34.3% 5.7% 0.0% 0.0%
2020 年
7 月
18 39 7 4 3












26 23 15 5 1
37.1% 32.9% 21.4% 7.1% 1.4%
2020 年
7 月
23 30 16 1 1













15 19 13 15 8
21.4% 27.1% 18.6% 21.4% 11.4%
2020 年
7 月
13 29 17 12 0












12 15 30 8 5
17.1% 21.4% 42.9% 11.4% 7.1%
2020 年
7 月
18 22 18 5 8
25.4% 31.0% 25.4% 7.0% 11.3%
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52 10 5 0 3
74.3% 14.3% 7.1% 0.0% 4.3%
2020 年
7 月
48 19 2 0 2












7 10 28 13 11
10.0% 14.3% 40.0% 18.6% 15.7%
2020 年
7 月
7 17 33 9 5
9.9% 23.9% 46.5% 12.7% 7.0%












59 8 1 0 0
84.3% 11.4% 1.4% 0.0% 0.0%
2020 年
7 月
53 15 2 1 0












12 12 35 4 6
17.1% 17.1% 50.0% 5.7% 8.6%
2020 年
7 月
9 18 32 7 5
12.7% 25.4% 45.1% 9.9% 7.0%
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▼表 2-9　⑨授業以外で英語で書かれたものを読みますか？
日常的に読む ときどき読む 読まない
2020 年 5 月
5 40 23
7.1% 57.1% 32.9%
2019 年 7 月
7 38 25
9.9% 53.5% 35.2%
▼表 2-10　⑩英語で書かれたWebページや email を読みますか？
日常的に読む ときどき読む 読まない
2020 年 5 月
9 30 30
12.9% 42.9% 42.9%














32 28 6 2 1
45.7% 40.0% 8.6% 2.9% 1.4%
2020 年
7 月
14 36 15 6 0












57 12 0 0 0
81.4% 17.1% 0.0% 0.0% 0.0%
2020 年
7 月
50 19 1 0 1












47 13 7 1 0
67.1% 18.6% 10.0% 1.4% 0.0%
2020 年
7 月
35 24 8 1 3
49.3% 33.8% 11.3% 1.4% 4.2%
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▼表 2-14　 ⑭英語で書かれたものを読むなら、どんなものが読みたいですか？▼（複
数回答可）
小　説 詩 新　聞 雑　誌 ノンフィクション
2020 年
5 月
47 13 28 36 24
67.1% 18.6% 40.0% 51.4% 34.3%
2020 年
7 月
41 8 27 41 18
57.7% 11.3% 38.0% 57.7% 25.4%
歴　史 リーダー TOEIC ／英検等 Web ページ email
2020 年
5 月
18 32 40 18 14
25.7% 45.7% 57.1% 25.7% 20.0%
2020 年
7 月
5 29 39 26 16
7.0% 40.8% 54.9% 36.6% 22.5%
▼表 2-15　 ⑮次の英米の作家・作品について［知っている／聞いたことはある／知
らない］をつけてください。
2020 年 5 月
知っている 聞いたことはある 知らない
チョーサー 8 6 53
11.4% 8.6% 75.7%
シェイクスピア 33 32 4
47.1% 45.7% 5.7%
ミルトン 6 6 55
8.6% 8.6% 78.6%
ジェイン・オースティン 3 4 60
4.3% 5.7% 85.7%
ワーズワース 0 3 64
0.0% 4.3% 91.4%
コールリッジ 1 1 65
1.4% 1.4% 92.9%
バイロン 4 4 59
5.7% 5.7% 84.3%
ディケンズ 3 9 55
4.3% 12.9% 78.6%
ブロンテ姉妹 2 0 64
2.9% 0.0% 91.4%
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ハーディ 2 4 61
2.9% 5.7% 87.1%
オスカー・ワイルド 5 14 49
7.1% 20.0% 70.0%
D. H. ロレンス 3 5 59
4.3% 7.1% 84.3%
ジェイムズ・ジョイス 1 9 57
1.4% 12.9% 81.4%
T. S. エリオット 1 11 55
1.4% 15.7% 78.6%
イェイツ 0 3 64
0.0% 4.3% 91.4%
グレアム・グリーン 0 0 67
0.0% 0.0% 95.7%
サマセット・モーム 0 0 67
0.0% 0.0% 95.7%
コンラッド 0 2 65
0.0% 2.9% 92.9%
ジョージ・オーウェル 5 11 51
7.1% 15.7% 72.9%
バーナード・ショー 4 8 55
5.7% 11.4% 78.6%
E. M. フォースター 0 7 60
0.0% 10.0% 85.7%
ヴァージニア・ウルフ 1 5 61
1.4% 7.1% 87.1%
エドガー・アラン・ポー 8 9 51
11.4% 12.9% 72.9%
マーク・トウェイン 5 1 61
7.1% 1.4% 87.1%
メルヴィル 0 10 57
0.0% 14.3% 81.4%
ロバート・フロスト 0 6 61
0.0% 8.6% 87.1%
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ヘンリー・ジェイムズ 2 9 56
2.9% 12.9% 80.0%
フィッツジェラルド 5 3 60
7.1% 4.3% 85.7%
フォークナー 0 9 57
0.0% 12.9% 81.4%
ヘミングウェイ 15 20 32
21.4% 28.6% 45.7%
オー・ヘンリー 4 10 53
5.7% 14.3% 75.7%
スタインベック 4 5 58
5.7% 7.1% 82.9%
テネシー・ウィリアムズ 1 8 58
1.4% 11.4% 82.9%
アーサー・ミラー 1 9 57
1.4% 12.9% 81.4%
ソール・ベロー 1 0 66
1.4% 0.0% 94.3%
サリンジャー 4 3 60
5.7% 4.3% 85.7%
アップダイク 0 1 66
0.0% 1.4% 94.3%
『ハムレット』 15 20 31
21.4% 28.6% 44.3%
『マクベス』 8 12 47
11.4% 17.1% 67.1%
『リア王』 7 10 50
10.0% 14.3% 71.4%
『オセロー』 8 23 36
11.4% 32.9% 51.4%
『ロミオとジュリエット』 49 18 3
70.0% 25.7% 4.3%
『ベニスの商人』 10 18 38
14.3% 25.7% 54.3%
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『自負と偏見』 3 4 60
4.3% 5.7% 85.7%
『オリバー・ツイスト』 1 5 61
1.4% 7.1% 87.1%
『クリスマス・キャロル』 6 22 40
8.6% 31.4% 57.1%
『荒地』 1 17 50
1.4% 24.3% 71.4%
『ジェイン・エア』 2 1 64
2.9% 1.4% 91.4%
『嵐が丘』 1 6 60
1.4% 8.6% 85.7%
『ガリバー旅行記』 32 29 8
45.7% 41.4% 11.4%
『ドリアン・グレイの肖像』 0 4 62
0.0% 5.7% 88.6%
『ダーバヴィル家のテス』 0 0 67
0.0% 0.0% 95.7%
『チャタレイ夫人の恋人』 4 6 57
5.7% 8.6% 81.4%
『闇の奥』 0 3 64
0.0% 4.3% 91.4%
『月と六ペンス』 0 3 64
0.0% 4.3% 91.4%
『ユリシーズ』 0 0 67
0.0% 0.0% 95.7%
『インドへの道』 1 3 63
1.4% 4.3% 90.0%
『ダロウェイ夫人』 2 1 64
2.9% 1.4% 91.4%
『第三の男』 0 6 61
0.0% 8.6% 87.1%
『怒りのぶどう』 2 3 62
2.9% 4.3% 88.6%
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『マイ・フェア・レディ』 2 4 61
2.9% 5.7% 87.1%
『白鯨』 6 20 43
8.6% 28.6% 61.4%
『モルグ街の殺人』 6 8 53
8.6% 11.4% 75.7%
『老人と海』 8 8 51
11.4% 11.4% 72.9%
『武器よさらば』 3 5 59
4.3% 7.1% 84.3%
『ハックルベリィ・フィンの冒険』 5 4 58
7.1% 5.7% 82.9%
「賢者の贈り物」 5 5 57
7.1% 7.1% 81.4%
「最後の一葉」 1 2 64
1.4% 2.9% 91.4%
『デイジー・ミラー』 0 1 66
0.0% 1.4% 94.3%
『響きと怒り』 0 4 63
0.0% 5.7% 90.0%
『はつかねずみと人間』 0 12 55
0.0% 17.1% 78.6%
『偉大なギャッツビー』 1 6 60
1.4% 8.6% 85.7%
『誰がために鐘は鳴る』 5 13 49
7.1% 18.6% 70.0%
『ガラスの動物園』 1 3 63
1.4% 4.3% 90.0%






『風と共に去りぬ』 8 18 41
11.4% 25.7% 58.6%
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※無回答もあり





　2020 年 5 月調査では、英米学科生が英米文学を学ぶことに対する肯定的な
意見が優勢であり、しかも少なくとも 85％以上の回答者が英米文学の学習に
対して意欲的な姿勢を示している（表 2-1，2-12，2-13）。2019 年 4 月調査の
結果と比較すると、マン・ホイットニー検定の結果として 2つの質問におい
て有意差が認められ、それは「①英米文学は勉強すべきだと思いますか？」（U 
= 1782，p = .001，r = .29）と「⑬英米学科生に英米文学の基礎知識は必要
だと思いますか？」（U = 2010，p = .027，r = .19）であった。
質問「①英米文学は勉強すべきだと思いますか？」については、2020 年 5
月調査では「そう思う」という強い肯定的な回答がもっとも多く 60.0％を占め、
「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」を合わせると 94.3％（70 人中 66 人）
が肯定的な意見となっており、「どちらかと言えばそう思わない」「そう思わ
ない」という否定的な回答はゼロであった。2019 年 4 月調査でも全体として
は肯定的な意見が優勢であったが、「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」



























42 24 4 0 0
60.0% 34.3% 5.7% 0.0% 0.0%
2019 年
4 月
26 30 14 3 0
35.6% 41.1% 19.2% 4.1% 0.0%
（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）
質問「⑬英米学科生に英米文学の基礎知識は必要だと思いますか？」につ
いては、2020 年 5 月調査と 2019 年 4 月調査の有意差は、危険率 5％での判定
で、効果量も小さい。2020 年 5 月調査で、「そう思う」「どちらかと言えばそ
う思う」を合わせた肯定的な回答は 85.7％（70 人中 60 人）で、2019 年 4 月
調査では 83.6％（73 人中 61 人）と同じような割合となっているが、「そう思う」
という強い肯定的な回答が、2020 年 5 月では 67.1％となっているのに対し、































47 13 7 1 0
67.1% 18.6% 10.0% 1.4% 0.0%
2019 年
4 月
36 25 10 1 1
49.3% 34.2% 13.7% 1.4% 1.4%
（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）
質問「⑫英語で書かれた文学を読むことは英語の習得に役立つと思います
か？」については、2020 年度入学生も 2019 年度入学生も同じ傾向で、ほぼ
全員が肯定的な回答をしており（表 3-3）、マン・ホイットニー検定の結果で





















57 12 0 0 0
81.4% 17.1% 0.0% 0.0% 0.0%
2019 年
4 月
55 17 1 0 0
75.3% 23.3% 1.4% 0.0% 0.0%
（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）












⑩英語で書かれたWeb ページや email を読みますか？
⑪授業以外で英語で書かれたものを読みたいですか？
⑭英語で書かれたものを読むなら、どんなものが読みたいですか？（複数回答可）
英語学習に関する 8つの質問で、2019 年 4 月調査の結果と比較すると、マ




たWeb ページや email を読みますか？」「⑭英語で書かれたものを読むなら、
どんなものが読みたいですか？」の 4つである。
質問「②英語を読むとき、訳文（和訳）は必要ですか？」のマン・ホイッ




度は 47.9％（73 人 35 人）であったが、2020 年度は 70.0％（70 人中 49 人）
となっている。逆に「どちらかと言えばそう思わない」「そう思わない」を合
わせた回答率は、2019 年度は 21.9％（73 人中 16 人）であったが、2020 年度
















26 23 15 5 1
37.1% 32.9% 21.4% 7.1% 1.4%
2019 年
4 月
14 21 22 13 3
19.2% 28.8% 30.1% 17.8% 4.1%
（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）
質問項目②と比例して、質問「③英語を読むとき、直読直解（英語を英語
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る（U = 1966，p = .014，r = .21）。直読直解を心がけることについて「そう
思う」「どちらかと言えばそう思う」を合わせた回答は、2020 年度入学生で
は 48.6％（70 人中 34 人）であるが、2019 年度生では 64.4％（73 人中 47 人）
であった。一方、「どちらかと言えばそう思わない」「そう思わない」を合わ
せた回答は、2020 年度生では 32.9％（70 人中 23 人）であるが、2019 年度入























15 19 13 15 8
21.4% 27.1% 18.6% 21.4% 11.4%
2019 年
4 月
18 29 22 3 1
24.7% 39.7% 30.1% 4.1% 1.4%
（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）
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質問「⑦英語を習得するためには『リーディング（reading/ 読解）』とい
う作業は必要だと思いますか？」については、2020 年 5 月調査と 2019 年 4
月調査では、マン・ホイットニー検定の結果では有意差が認められない（U 
= 2165，p = .059）。英語学習における「リーディング（reading/ 読解）」の



















59 8 1 0 0
84.3% 11.4% 1.4% 0.0% 0.0%
2019 年
4 月
54 17 2 0 0
74.0% 23.3% 2.7% 0.0% 0.0%
（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）
質問「⑧英語で書かれた本は好きですか？」についても、2020 年度 5月調
査と 2019 年度 4月調査では、マン・ホイットニー検定の結果としては有意差






















12 12 35 4 6
17.1% 17.1% 50.0% 5.7% 8.6%
2019 年
4 月
8 17 39 5 4
11.0% 23.3% 53.4% 6.8% 5.5%
（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）
質問「⑨授業以外で英語で書かれたものを読みますか？」は、自主的な英
語学習の実態をたずねるものである。2020 年度は例年よりも一か月遅い 5月
での調査であり、学生は 4月 22 日から 5月 10 日の完全休講期間に英語の自
主学習をするようになったのではないかとも予想されたが、2019 年度 4月調
査とはあまり変わりの結果となり、マン・ホイットニー検定の結果では有意
差が認められなかった（U = 2230，p = .235）。2020 年 5 月時点であっても、
2019 年 4 月調査結果と同様に、授業以外で英語を「日常的に読む」学生は少
なくて 1割を超えることはなく、半数を超える学生は「ときどき読む」程度
である。強いて言えば、2019 年 4 月調査では、授業以外で英語を「読まない」
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▼表 3-8　⑨授業以外で英語で書かれたものを読みますか？ 
日常的に読む ときどき読む 読まない
2020 年 5 月
5 40 23
7.1% 57.1% 32.9%
2019 年 4 月
3 39 31
4.1% 53.4% 42.5%
（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）
質問「⑩英語で書かれたWeb ページや email を読みますか？」については、
2020 年 5 月調査と 2019 年 4 月調査では、マン・ホイットニー検定の結果と
して有意差が見られた（U = 1633.5，p < .001，r = .35）。2019 年 4 月調査では、
Web ページや email を「読まない」という回答が 78.1％であったのが、2020









▼表 3-9　⑩英語で書かれたWebページや email を読みますか？ 
日常的に読む ときどき読む 読まない
2020 年 5 月
9 30 30
12.9% 42.9% 42.9%
2019 年 4 月
3 13 57
4.1% 17.8% 78.1%
（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）
質問「⑪授業以外で英語で書かれたものを読みたいですか？」は、自主的
文学と語学教育
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な英語学習に対する意欲をたずねるものである。質問「⑨授業以外で英語で
書かれたものを読みますか？」の結果と同じように、2020 年度 5月調査の結
果は、2019 年度 4 月調査の結果とはあまり変わりのないものとなり、マン・
ホイットニー検定の結果としては有意差が認められなかった（U = 2291，p 

















32 28 6 2 1
45.7% 40.0% 8.6% 2.9% 1.4%
2019 年
4 月
26 38 6 1 2
35.6% 52.1% 8.2% 1.4% 2.7%
（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）
質問「⑭英語で書かれたものを読むなら、どんなものが読みたいですか？
（複数回答可）」については、2020 年 5 月調査と 2019 年 4 月調査では、すべ
ての選択肢において異なった傾向が認められた。毎年「小説」を選択する回
答が多く、2019 年 4 月調査では 82.2％ととりわけ高い数字であった。この数
字と比べると、2020 年 5 月調査では 67.1％と低くなっているが、2018 年 4 月
調査では 60.3％であったことを考えれば、それほど低い数字ではない。「小説」
以外の選択肢については、すべての選択肢において 2019 年 4 月調査よりも
2020 年 5 月調査の方が高い選択率となっている（表 3-11）。
2020 年 5 月調査と 2019 年 4 月調査のそれぞれについて、各選択肢を選択
した者と選択しなかった者の人数を分割表にまとめて比較すると、カイ 2乗
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検定の結果として、「小説」（χ2（1）= 4.30，p = .038，φ = .17）、「詩」（χ2
（1）= 4.46，p = .035，φ = .18）、「新聞」（χ2（1）= 4.63，p = .031，φ = 
.18）、「雑誌」（χ2（1）= 5.85，p = .016，φ = .20）、「ノンフィクション」（χ2（1）
= 6.04，p = .014，φ = .21）、「歴史」（χ2（1）= 6.44，p = .011，φ = .21）、「リー
ダー」（χ2（1）= 7.98，p = .005，φ = .24）、「TOEIC ／英検等」（χ2（1）= 
7.56，p = .006，φ = .23）、「Web ページ」（χ2（1）= 5.23，p = .022，φ = 
.19）、「email」（χ2（1）= 5.36，p = .021，φ = .19）というように、危険率 5％
での判定や効果量の小さいものも含まれるが、すべての選択肢において有意
差が見られた。特に目立つものとしては「リーダー」や「TOEIC ／英検等」で、




小　説 詩 新　聞 雑　誌 ノンフィクション
2020 年
5 月
47 13 28 36 24
67.1% 18.6% 40.0% 51.4% 34.3%
2019 年
4 月
60 5 17 23 12
82.2% 6.8% 23.3% 31.5% 16.4%
歴　史 リーダー TOEIC ／英検等 Web ページ email
2020 年
5 月
18 32 40 18 14
25.7% 45.7% 57.1% 25.7% 20.0%
2019 年
4 月
7 17 25 8 5
9.6% 23.3% 34.2% 11.0% 6.8%
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3 つの質問「④文学（日本・外国は問わず）は好きですか？」「⑤映画は好
きですか？」「⑥日本語字幕なしの英語音声だけの映画は好きですか？」に関
しては、2020 年度入学生も 2019 年度入学生も同じような傾向が見られた。
マン・ホイットニー検定の結果としては、質問項目④（U = 2359.5，p = 
.411）、質問項目⑤（U = 2140.5，p = .065）、質問項目⑥（U = 2489.5，p = 
.900）というように有意差は認められなかった。






は 2020 年度入学生では 74.3％であるが、2019 年度では 56.2％でしかなかっ
た（表 3-13）。9割に近い学生は映画を好む傾向にあるが、日本語字幕なしの
英語音声だけの映画となると、「好き」「どちらかと言えば好き」と回答する















12 15 30 8 5
17.1% 21.4% 42.9% 11.4% 7.1%
2019 年
4 月
13 13 27 10 10
17.8% 17.8% 37.0% 13.7% 13.7%
（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）












52 10 5 0 3
74.3% 14.3% 7.1% 0.0% 4.3%
2019 年
4 月
41 23 6 1 1
56.2% 31.5% 8.2% 1.4% 1.4%












7 10 28 13 11
10.0% 14.3% 40.0% 18.6% 15.7%
2019 年
4 月
6 8 36 17 6
8.2% 11.0% 49.3% 23.3% 8.2%




る。2020 年度も 2019 年度と同様に、リストの中でもっとも知名度の高い作
家はシェイクスピアであり、もっとも知名度の高い作品は、そのシェイクス
ピアの『ロミオとジュリエット』であった。シェイクスピアを「知っている」
という回答は 47.1％（2019 年度 57.5％）、『ロミオとジュリエット』を「知っ






の低さは 2020 年度もまだ続いているようである。2019 年度入学生のうち 52
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た。作家では、ミルトン（χ2（1）= 6.32，p = .012，φ = .21）、T. S. エリオッ
ト（χ2（1）= 4.94，p = .024，φ = .19）、ジョージ・オーウェル（χ2（1）= 
9.06，p = .002，φ = .26）、作品では、『クリスマス・キャロル』（χ2（1）= 4.12，
p = .042，φ = .17）、『モルグ街の殺人』（χ2（1）= 4.31，p = .038，φ = 
.18）、『老人と海』（χ2（1）= 4.72，p = .030，φ = .19）、『誰がために鐘は鳴る』

















12 55 2020 年
5 月
12 55
17.1％ 78.6％ 17.1％ 78.6％
2019 年
4 月
26 44 2019 年
4 月
4 66
35.6％ 60.3％ 5.5％ 90.4％




16 51 2020 年
5 月
28 40
22.9％ 72.9％ 40.0％ 57.1％
2019 年
4 月
4 66 2019 年
4 月
42 30




14 53 2020 年
5 月
16 51
20.0％ 75.7％ 22.9％ 72.9％
2019 年
4 月
6 65 2019 年
4 月
7 63










（2020 年 5 月：n = 70，2019 年 4 月：n = 73）




れたのは（２）、「①英米文学は勉強すべきだと思いますか？」（U = 1520，p <.001，
r = .37）と、危険率 5％での判定で効果量も小さいが「⑬英米学科生に英米
文学の基礎知識は必要だと思いますか？」（U = 1942，p = .024，r = .19）の
2 つである。質問「⑫英語で書かれた文学を読むことは英語の習得に役立つ




中 66 人）が肯定的な意見となっていたが、7月調査では 90％を切り、80.3％
文学と語学教育
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文学を学ぶことに関する 3つの質問について、前年 2019 年 7 月調査の結果と
比べてみると、質問「①英米文学は勉強すべきだと思いますか？」（U = 
2466，p = .810）、「⑫英語で書かれた文学を読むことは英語の習得に役立つ
と思いますか？」（U = 2262，p = .266）、「⑬英米学科生に英米文学の基礎知
識は必要だと思いますか？」（U = 2161.5，p = .182）というように、マン・
ホイットニー検定の結果では有意差は認められず、7月時点での 2020 年度入
学生の英米文学を学ぶことに対する意識は、同じく 7月時点での前年 2019 年
度入学生と同じような傾向である（表 4-1，4-2，4-3）。












18 39 7 4 3
25.4% 54.9% 9.9% 5.6% 4.2%
2019 年
7 月
22 31 15 3 0
31.0% 43.7% 21.1% 4.2% 0.0%












50 19 1 0 1
70.4% 26.8% 1.4% 0.0% 1.4%
2019 年
7 月
44 20 5 0 1
62.0% 28.2% 7.0% 0.0% 1.4%












35 24 8 1 3
49.3% 33.8% 11.3% 1.4% 4.2%
2019 年
7 月
41 20 8 0 0
57.7% 28.2% 11.3% 0.0% 0.0%
（2020 年 7 月：n = 71，2019 年 7 月：n = 71）
7月調査では理由をたずねる自由記述欄を設けていないので、2つの質問「①
英米文学は勉強すべきだと思いますか？」「⑬英米学科生に英米文学の基礎知










い。ただ、この 2つの質問については 7月時点での 2020 年度入学生の意識は、









英語学習に関する 8つの質問のうち、2020 年度の 7月調査と 5月調査でマ
ン・ホイットニー検定の結果として有意差が認められたのは、「⑪授業以外で
英語で書かれたものを読みたいですか？」（U = 1672，p < .001，r = .29）と、
「⑭英語で書かれたものを読むなら、どんなものが読みたいですか？」の「歴
史」（χ2（1）= 9.00，p = .003，φ = .25）だけであった。
他の質問項目に関しては、「②英語を読むとき、訳文（和訳）は必要ですか？」
（U = 2464，p = .927）、「③英語を読むとき、直読直解（英語を英語のまま日
本語に訳さずに読む）を心がけていますか？」（U = 2150.5，p = .154）、「⑦
英語を習得するためには『リーディング（reading/ 読解）』という作業は必
要だと思いますか？」（U = 2116.5，p = .068）、「⑧英語で書かれた本は好き
ですか？」（U = 2436，p = .952）、「⑨授業以外で英語で書かれたものを読み
ますか？」（U = 2380，p = 1）、「⑩英語で書かれたWeb ページや email を読
みますか？」（U = 2095.5，p = .140）というように有意差は見られなかった。
有意差の見られた質問「⑪授業以外で英語で書かれたものを読みたいです





























を合わせた肯定的な回答の割合が、5月時点では 48.6％（70 人中 34 人）であっ
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えばそう思う」を合わせた肯定的な回答の割合は 81.7％（71 人中 58 人）で
あり（表 4-4）、この数字と比べると 2020 年 7 月調査結果の数字は明らかに小
さく、マン・ホイットニー検定の結果としても有意差が認められた（U = 













13 29 17 12 0
18.3% 40.8% 23.9% 16.9% 0.0%
2019 年
7 月
21 37 7 5 1
29.6% 52.1% 9.9% 7.0% 1.4%









きですか？」（U = 2138，p = .138）、「⑤映画は好きですか？」（U = 2373，p 
= .562）、「⑥日本語字幕なしの英語音声だけの映画は好きですか？」（U = 





答が 42.9％から 25.4％へと減少し、代わりに「好き」が 17.1％から 25.4％、「ど
ちらかと言えば好き」が 21.4％から 31.0％へとそれぞれ増加し、その結果「好
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